
・ 製品包装のビニール袋等は、 子供や幼児がかぶったり吸い込んだりしないよう、 手の
　届かないところに片付けるか、 廃棄処分してください。

・ マフラー、 エンジン、 ブレーキ等はエンジン始動中及び停止後しばらくは高温になって
　います。 触れると火傷等の怪我や衣服等の可燃物が燃える可能性がありますので、
　その部分がきちんと冷えるまで人や動物が触れることがないようにしてください。 また、
　近くにガソリンなどの危険物や燃えやすい物を置かないでください。 作業を行う際は、
　エンジンなどがきちんと冷えてから行ってください。

・ 本商品に使用されている全てのボルト／ナット類 （商品に組み込み済みボルト／ナット
　類を含む） は取り付けるときに、 必ず締め付け確認を行ってください。 締め付けは記載
　された規定のトルクにて確実に行い、 記載の無いものについては車両のサービス
　マニュアルもしくはボルト／ナット類のサイズ／種類にあった規定のトルクにて締め付け
　てください。 締め付けが不確実な場合や組み付け不良等は走行中などに部品が脱落し、
　事故等に繋がります。

・ 取り付け後は１００Ｋｍ程度の試運転後、 各ボルト／ナットを規定トルクで増し締めを
　行ってください。 その後も５００Ｋｍ程度ごとに同様の増し締めを行ってください。 走行前
　には、 必ず各部の点検及び増し締めを行い、 定期点検は必ず行ってください。

・ エンジンを始動するときには、 換気の良い場所で行ってください。

・ エンジン始動時は排気口に手を出したりしないでください。 火傷や排気ガス中に
　含まれるグラスウール等が目や手などに刺さる恐れがあります。

・ 走行中に異常が発生した場合は、 直ちに走行を中止し、 安全な場所に停止して、
　異常個所の点検を行ってください。

・作業は必ず、水平で安全な状態が確保できる場所で車両を安定させてから行ってください。

・ ドライブチェーン、 スプロケットなどの回転部分やブレーキ、 クラッチレバー／ペダル等
　の可動部分に手や衣服等を巻き込まれないように注意しながら作業を行ってください。

・ ガスケット、 Ｏリング、 割ピン等は取り外し毎に必ず新品に交換してください。

・ 一般公道 （舗装路） において法定速度内でのご使用を想定しております。 法定速度を
　守り安全運転を心がけてください。

お客様ならびに販売店 （取付店） 様へ

安全にお使いいただくために
必ず最初にお読みください。

※安全上の注意事項※

警告

パッケージ、 取扱説明書に記載してある指示及び警告、 注意に反したご使用により
損害が発生した場合、 弊社はその責を負いかねますのでご了承ください。

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容を示しています。

注意

・ 本商品はオートバイに関する整備の一般的な知識及び技能を有する方 （国家資格を
　持つ整備士） が取り付けることを前提としております。 それ以外の方が取り付けを行うと
　本書の通りに取り付け整備をしても知識不足、 技能不足で正しく取り付け整備が
　できないため、 トラブル、 破損等の原因となることがあります。 国家資格を持つ整備士
　または指定、 認証工場へ取り付けを依頼してください。

・ 本商品はパッケージまたはＷＥＢページに記載された適合車種以外への使用はしないで
　ください。 また本商品が汎用品の場合は、 弊社で確認済み車両以外に取り付けたこと
　により起こった不具合に関しては保証の対象外となります。
　( 最新の適合車種／確認済み車両は弊社ＷＥＢページでご確認ください )

・ 本商品はノーマル車両を前提に設計されています。 車両に事故歴や転倒歴がある場合
　や別途アクセサリー部品が取り付けられている場合には適合車種でも取り付けできない
　場合があります。 また弊社で確認済み以外の他商品との組み合わせで取り付けた場合、
　車両および部品を破損させる可能性があります。

・ 塗装仕上げやアルマイト処理が施された商品は、 製造上、 商品の裏側や取付けステー
　周辺の表面仕上げにムラが発生する可能性があり、 その場合タッチアップペイントを
　施していることもありますが、 その仕上がりについてのクレームはお受けできません。
　また、 地域の環境やメンテナンス次第によっては、 サビや色落ち等の素材の経年変化
　が発生する可能性があり、 耐久性や品質等が純正パーツとは異なるものがあります
　のであらかじめご了承ください。 また、 お手入れ等を行う際には、 ガソリンやシンナー等
　の溶剤は使用しないでください。 塗装や表面処理にダメージを与える原因になります。

・ 本商品やパッケージの角部等には、 エッジや突起部がある場合があります。
　その際にはケガ防止のために、 整備に適した作業着、 帽子、 安全靴を装着し、 必要に
　応じて　防塵眼鏡、 防塵マスク、 手袋等の保護用具を着用して作業を行ってください。
　また、 必要に応じて、 ヤスリ等を使用してエッジ部や突起部の処理を行ってください。

・ 製品個体差による溶接や塗装、 小傷歪み等、 程度の差につきましてはあらかじめ
　ご了承ください。

・ 本商品の各部品に曲げ、 切削、 溶接等の追加工を行った場合は保証の対象外になり、
　重大な事故が起こる場合がありますので絶対に追加工等を行わないでください。

・ 本商品を取り付けることで、 車両側の取り付け面にキズや塗装の剥がれが起こる場合
　があります。 また、 部品の脱着するときには、 塗装面への傷付きに注意して作業して
　ください。

・ 本商品を取り付けることで、 車両メーカーからの車両本体の保証修理の対象外になる
　場合があります。

・ 本書は取扱説明書及び本商品の取り付けに際して取り外した部品と一緒に保管して
　ください。 本商品または本商品を取り付けた車両を譲られる際には本書及び取扱説明書
　や警告、 注意の記載があるパッケージも併せて譲渡先へお渡しください。

・ お客様以外が取り付けを行う場合、 取り付けされる方 （販売店を含む） は取り付け
　完了後に各部の緩み、不具合等点検後、危険箇所 （バリ、突起部） 無きことを確認の上、
　必要事項を説明し本説明書も必ず一緒にお客様へお渡しください。

・ 車両から取り外した純正部品を再利用する場合には、 摩耗や破損を確認し、 必要で
　あれば新品と交換してください。

誤った取り扱いをすると、人が障害を負う可能性が想定される
内容及び物的障害の発生が想定される内容を示しています。
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※商品を受け取りになられたら、 まずは商品の構成内容をご確認していただき、
過不足がないかチェックしていただくようお願いいたします。

商品によっては小部品などが梱包材の下や段ボール、 梱包材に
直接貼り付けられている場合がございますのでご確認ください。



・ 本商品は、 記載された適合車両以外への使用はしないでください。

・ 作業は必ず水平で安全な状態が確保できる場所で車両を安定させてから行ってください。

・ 本商品は、 オートバイに関する整備上の一般的な知識および技能を有する方 （国家資格を持つ整備士） が
　取り付けることを前提としております。 それ以外の方が取り付けを行うと本書の通りに取り付け整備しても知識
　不足、技能不足のため、正しく取り付け整備できないことがあり、トラブル、破損などの原因となることがあります。
　国家資格を持つ整備士または、 指定、 認証工場で取り付けを依頼してください。

・ 取り付けは２人以上で行うことを推奨しています。 また、 状況によりエンジンガード側の加工が必要な場合が
　あります。

・ 本商品と説明書はノーマルの車両に付けることを前提としていますので、 その他のアフターパーツと本商品との
　組み合わせに関することは不明です。 また、 本商品と取り付け部が重なる部品や取り付けたときに干渉する
　他社商品との組み合わせは一切行わないでください。 本商品や車両を破損させる可能性があります。
　それにより発生した破損、 不具合、 事故等について弊社は一切の責任を負いません。

・ 本商品を取り付けることで、 車両側の取り付け面にキズや塗装の剥がれが起こる場合があります。
　 また、 部品の脱着するときには、 塗装面への傷付きに注意して作業してください。

・ 本商品は軽度の転倒時においてプロテクター部で各部へのダメージを軽減する目的の商品であり、 転倒時の
　車両の傷 （ハンドルやウインカー、 カウルの割れ等） を保護するものではありません。

・ 本商品は、 転倒時や路面状況等によっては、 プロテクター部より先にエンジンまたは車体側が地面と接触する
　可能性があります。  

・転倒時の状況によっては、 車体の損傷がこの商品の未装着時より装着時の方が大きくなる場合や、 プロテクター
　自体、 または取り付け部分が破損し、 ダメージを軽減できない場合があります。  

・ 転倒された場合、 状況により取り付けボルトが緩んだり、 変形してしまう場合があります。 転倒後、 再度
　走行される場合は取り付けボルトの締め付けなどの確認を行なってください。 取り付けボルトが緩んだ状態で
　走行されますと、 重大なトラブルにつながり非常に危険です。

・ 弊社では、 この商品を装着したことによる物的損害、 人的損害等の保証は一切お受けできません。
　以上のことをご理解、 ご承諾いただきこの商品をご使用ください。

・ 転倒歴のある車両には、 取り付けができない場合があります。

・ 本商品はブラック塗装の為、 飛び石やバイク保管用保護カバーとの擦れ等で塗装がはがれる場合があります。
　あらかじめご了承ください。

・ 走行中にエンジンガードの上に足を置いての運転は不安定で危険です。 絶対に行なわないでください。

・ 本商品に使用されている全てのボルト / ナット類 ( 組込済みボルト / ナット類を含む ) は取り付け時に、 必ず
　締め付け確認を行ってください。 締め付けは規定のトルクにて確実に行ってください。 記載のないものについて
　は車両のサービスマニュアルもしくはボルト / ナット類のサイズ / 種類に合った規定のトルクにて締め付けを
　行ってください。 締め付けが不確実な場合や組み付け不良は、 走行中などに部品の脱落による事故等に
　つながります。

・ 取り付け後は１００ｋｍ程度の試運転後、 各ボルト / ナットを規定のトルクで増し締めを行ってください。
　その後も５００ｋｍ程度ごとに同様の増し締めを行ってください。走行前には必ず各部の点検及び増し締めを行い、
　定期点検は必ず行ってください。

・ 車両を固定する際に本商品を使用しないでください。  破損の原因になります。
　（ロープ、 タイダウンベルト等を掛ける行為）

・ 本商品を持って車両を持ち上げる等の行為は行わないでください。 本商品や車両が破損する恐れがあります。

・ 本商品を取り付けて使用し、 本商品以外の部品に不具合が発生しても本商品以外の部品の保証はどのような
　事柄でも一切負いかねます。 （不具合により発生した修理工賃やレッカー代、 交通費など）

・ 本商品は車体からはみ出して取り付けします。 走行中に本商品が接触しないように注意して走行してください。

１． アンダーカウルの右側にあるＭ６ボルトを外します。 （写真①）
　　 左側のＭ６ボルトも外し、 アンダーカウルを進行方向に引っ張って外します。 （写真②）

適合車種：CB250R(MC52)

このたびは、 本商品をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。
ご使用の前に、この取扱説明書をお読みいただき、いつも手元に置いて、正しい取り扱い方法により

永くご愛用くださるようお願い申し上げます。
※パッケージ、 取扱説明書の注意事項や内容を無視してご使用し、 重大な
　 事故や損害が発生した場合でも弊社は賠償等の責は一切負いかねます。警告
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　エンジンガード　　 取扱説明書　 　EM645CB2A1 ≪本商品の取り付けについて≫
本説明書に記載されていること以外に関しては車両のサービスマニュアルを参考にして作業を行って
ください。 また、 取り外した部品に関しては、 元に戻す際に必要になりますので大切に保管してください。
必ず、 エキゾーストパイプとエンジンが冷えた状態で作業をしてください。

●取り付けについて

写真① 写真②

写真③ 写真④

２． 傷防止のため、 左右ともに各部をテープなどを利用して保護しておきます。 （写真③、 ④）

３． クロスパイプキャップをプラスチックヘラなど
      でフレームを傷つけないように取り外します。
　　　（写真⑤）

写真⑤

＜右側＞ ＜左側＞

引っ張る

クロスパイプキャップ
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４． 右側エンジンハンガープレートボルトを取り外します。 （写真⑥）
　　 左側エンジンハンガープレートボルトも同様に取り外します。 このとき、 ホーンやホーンの
　　 配線に注意してください。 （写真⑦）

８． エキゾーストパイプマウントナットを
　　 取り外し、 エキゾーストパイプマウント
　　 ボルトを取り外します。 （写真⑪）

写真⑦

写真⑧ 写真⑨

写真⑩

写真⑥

５． 下側エンジンハンガーナットを緩めて、 下側エンジンハンガーボルトを取り外します。 （写真⑧）
　　　

６． 付属のスタットボルトのねじ山にモリブデングリス等を塗布し、片側のネジ山に付属のワッシャー
　　 を入れて、 袋ナットを手で止まるまで締めておきます。 （写真⑨）
　　※グリスを塗布しない場合、 ネジのカジリが発生することがありますので必ず塗布してください。

＜右側＞ ＜左側＞

モリブデングリスを塗布

ワッシャー （付属）

袋ナット （付属）

＜スタットボルト （付属） ＞

７． エキゾーストパイプジョイントを外れない
　　 程度に緩めます。 （写真⑩）
 

写真⑪

９． サイドスタンドの状態で作業する場合は右側エンジンエンジンガードを先に仮止めすると
　　 作業しやすくなります。 まず、 エンジンガードをラジエターホースとフレームの間に通します。
　　 （写真⑫）
  　※このとき、 エンジンガードの前側ステーはエンジンマウントプレートの後ろ側に来ます。 （写真⑬）

写真⑫ 写真⑬

１０． エキゾーストパイプを押しながら
　　　 後ろ側ステーを所定の位置まで
 　　　移動します。 （写真⑭）

写真⑭



写真㉒

１２． エキパイやエンジンカバー類に注意しながらＲＨエンジンガードを所定に位置まで移動します。
（写真⑰）

１３． 前項７で用意したスタットボルトをエンジンガード後側ステーに通します。 （写真⑱）

１４． 付属のボルトＭ１０×２５とワッシャーで
　　　  ＲＨエンジンガードとエンジンハンガー
        プレートを共締めして仮止しめます。
        このとき、 ボルトとＲＨエンジンガードの
　　　 ステーの間に付属のワッシャーを入れます。
　　　（写真⑲）

１５． 左側 （ＬＨ） エンジンガードもホーンや
　　　  エンジンカバー等に気をつけて、 所定の
        位置に移動します。 （写真⑳）

写真⑲

写真⑱

写真⑳

ワッシャー
（付属）

ボルトＭ１０×２５
（付属）

エンジンハンガー
プレート （純正）

ＲＨエンジンガード
（前側ステー部）

１１． 下側ステーも所定の位置まで移動します。 （写真⑮）
　　　 そのとき、 エンジンマウントプレートの外側を通します。 （写真⑯）
　　　※この一連の作業で、 もしエキゾーストパイプを押しても干渉して所定の位置に移動できない
 　　　　場合はエキゾーストパイプを取り外してください。

写真⑮ 写真⑯

写真⑰

１６． エンジンガード後側ステーを付属のワッシャーと袋ナットで仮止めします。 このとき、
　　   ネジ部にモリブデングリス等を塗布します。 （写真㉑）
　　　※グリスを塗布しない場合、 ネジのカジリが発生することがあります。 必ず塗布してください。

写真㉑

１７． 付属のボルトＭ１０×３０、 ワッシャー、 アルミカラーで左側エンジンガード前側ステーと
　　　 エンジンハンガープレートを共締めして仮止めします。 このとき、 付属のアルミカラーを
 　　　エンジンハンガープレートと左側エンジンガードの間に挟むようにします。
　　　 またボルトとエンジンガードステーの間に付属のワッシャーを入れて取り付けします。（写真㉒）

写真㉓

ワッシャー
（付属）

ボルトＭ１０×３０
（付属）

エンジンハンガー
プレート （純正）

ＬＨエンジンガード
（前側ステー部）

カラー （付属）

2022.07.29

１８． 付属のキャップボルトＭ１０×１１０と
　　　 付属のナットで下側エンジンガードステーと
 　　　エンジンハンガープレートを共締めして
　　　 仮止めします。 （写真㉓）

※付属しているキャップボルトＭ１０×１１０と
　 Ｍ１０ナットは必ずセットでご使用ください。
　 前項で取り外した純正ボルトおよびナット
　 とはネジのピッチが異なるため使用できません。



※デザイン及び仕様変更 ・ 価格等は予告なしに変更する場合がございます。
※弊社の取扱説明書等、十分ご確認の上ご使用ください。
※弊社商品以外の保証は一切お受けできませんのであらかじめご了承ください。
※本書やＷＥＢ上でのイラスト、 写真等の記載内容が本商品と異なる場合がありますので、 あらかじめご了承ください。

有限会社エンデュランス   〒350-0822 埼玉県川越市山田1726   ＴＥＬ 049-222-7770　 ＦＡＸ 049-226-1625
endurance-parts.com

注意
1.構成内容や外観に不備がないかご確認してから商品の取り付けをお願いします。
2. 各部品は必ず一旦仮締めとし、車体の組み付け状態を確認し、位置決めをしてから本締めしてください。
3.取り付け ・調整が終りましたら、 各部分のボルト ・ ナットの締め忘れが無いようにご注意ください。
4. 取り外した純正部品 ( ボルト等 ) は元に戻す際に必要になりますので、 必ず保管してください。

エンジンを始動する前にキズ防止で使用したテープなどの剥がし忘れがないか確認してください。

走行する前に各部のボルト及びナットがきちんと規定トルクで締め付けられているかを確認してください。  

※規定トルクで締め付けられていない場合、 重大な事故が起こる恐れがありますので、 必ず規定トルクで締め付けて
　ください。

●走行する前に１９． 右側 (RH) はラジエターホースとのクリアランスに注意して位置を調整します。 （写真㉔）
　　　 左側 (LH) はフレームとのクリアランスに注意して位置を調整します。 （写真㉕）

１６． 各部の調整が終わったらエンジンハンガープレートボルトとエンジンハンガーナット、 袋ナット
 　　　を規定トルクで締め付けます。 ハンドルを左右に切って何も干渉しないことを確認して、
 　　　再度各ボルトナットの締め付けを確認し、 前項８で取り外したエキゾーストパイプマウント
　　　 ボルト、 ナットを取り付け、 前項７で緩めたエキゾーストパイプジョイントナットを規定トルクで
　　　 締め付けます。
　　　 取り外したのと逆の手順でアンダーカウルを取り付けて完成です。

＜規定トルク＞
・ エンジンハンガープレートボルト ・ ・ ５４Ｎ ・ ｍ
・ エンジンハンガーナット ・ ・ ・ ５４Ｎ ・ ｍ
・ 袋ナット ・ ・ ・ ３５Ｎ ・ ｍ
・ エキゾーストパイプジョイントナット ・ ・ ・ ・ １８Ｎ ・ ｍ
・ エキゾーストパイプマウントナット ・ ・ ・ ・ ２７Ｎ ・ ｍ

＜右側＞ ＜左側＞

写真㉔ 写真㉕

写真㉖

梱包品をご確認ください。
 ＲＨエンジンガード ・ ・ ・ １個
 ＬＨエンジンガード ・ ・ ・ １個
 カラー ・ ・ ・ １個
 フランジボルトＭ１０×２５ ・ ・ １個
 フランジボルトＭ１０×３０ ・ ・ ・ １個
 キャップボルトＭ１０×１１０ ・ ・ ・ １個
 スタッドボルトＭ１０×２８５ ・ ・ ・ １個
 袋ナットＭ１０ ・ ・ ・ ２個
 フランジナットＭ１０ ・ ・ ・ ・ １個
 ワッシャー ・ ・ ・ ６個
 書類 ・ ・ ・ １部
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●保証について
※保証期間は購入日より１ヶ月間です。 ただし期間内であっても取り付け後の走行距離が１０００Ｋｍまでとさせて
いただきます。 本商品を取り付け、 使用したことで本商品以外の部品等に不具合が発生しても本商品以外の部品
や、 その他の保証 ( 修理工賃、 レッカー代、 交通費、 宿泊費等含む ) は保証期間内であっても弊社では一切の
責任を負いません。
また本取扱説明書の記載事項に従ってご使用になられた場合のみ保証の対象となります。
ただし以下の場合には、 保証期間内であっても保証の対象外になりますのでご注意ください。
・ 一般公道以外で本商品の使用。
・ 誤った組み方や使い方が原因による故障。
・ 火災、 地震などの自然災害、 気象変化、 犯罪、 交通事故などに巻き込まれたことによる故障及び破損。
また、 使用後の外観不良に関しては保証対象外になります。 万一、 お気付きの点がありましたら、 ご使用になる
前にお問い合わせください。
※保証を受けるためには、 別紙にある保証登録をしていただく必要があります。
　 未登録の場合は保証を受けられなくなりますのでご注意ください。


